[image: image2.wmf]S

A

I

L

I

N

G

F

E

D

E

R

A

T

I

O

N

J

A

P

A

N

�à

’c

–@

�l

“ú

–{

ƒZ

�[

ƒŠ

ƒ“

ƒO

˜A

–¿


2009年もしくは2010年のIRC証書を更新する場合のみ本申告書を使用してください。

FaxまたはEメール添付で提出できます。その場合、原本の郵送は不要です。

Fax：03-3481-0414（JSAF事務局）　Eメール：info@jsafirc.com
手続きには、１か月程かかります。特急処理により手続き時間が短縮されます（料金は２倍になります）。


	オーナー名
	
	Boat name
	

	住所　１
	
	Sail number
	

	　　　　　２
	
	証書番号
	

	　　　市／県
	
	Design
	

	〒
	
	電話l
	

	国
	JAPAN
	携帯
	

	活動水域
	


全ての質問に答えていない場合、証書の発行が遅れる場合があります
２ページ目の注釈で質問内容の解説がありますので、そちらを先にお読み下さい。
	質問 no.
	項目／対応ルール
	質問
	はい
	いいえ

	1
	変更
	(a) 前回有効なIRC証書が発行されてから、計測項目や申告情報に何か変更を加えましたか、またはボートの性能に影響を与えるような改造を行いましたか？
‘はい’の場合、詳細を別用紙に記載し提出して下さい。現行証書がエンドースドの場合、変更や改造の項目は公式な計測・確認が必要となります。 
	
	

	最後のIRC証書が2009年版である場合、次の質問にもお答え下さい。

	2
	動力の使用
15.2
	(a) 動力をバックステイの操作・調整のみに使っていますか？“はい”の場合、2(b)の質問に答える必要はありません。
	
	

	
	
	(b) 動力をランニングリギン（メインセールハリヤードとセイルのリーフィングおよびファーリングを除く）の操作・調整に使っていますか？
	
	

	3
	ウイスカポール
21.3.4
	(a) スピネ－カーポール不使用と申告されている場合、ウイスカポールを使用しますか（ヘッドセイルの張り出しの目的のみ）？
(b)“はい”の場合、ウインスカポールの長さ（STLとして計測）は？     
	
	

	
	
	
	

	4
	キールフィン材質 （フェアリング）
19.2
	(a) キールフィンに、キール表面フェアリング厚さを超えるフェアリング処理がされていますか（別紙注釈参照）？“はい”の場合、詳細を下へ記載下さい。
	
	

	
	
	
	
	

	5
	ハルのホロー
	(a) ハル形状は、最大ビームから後のセクションの喫水線より上部に、ホロー（凹状セクション）を持ちますか？（別紙の図を参照）“はい”の場合、視覚情報（写真／図面）を提出下さい。
	
	




重要：
要注意： 規則22.2.2 （標準内装の取外し）および21.2 （リグ／セイルの特徴）。変更の箇所は必ず更新時に申告して下さい（別紙やメールで）。

もし、デフォールトのメインセイル巾（MUW, MTW, MHW）が申告されている場合、これらの数値をもう一度確認し、実測が異なれば更新時に申告して下さい。ルール21.5.4（最少サイズについて）も参照下さい。（JSAFは、ノーマル証書の場合、メジャラー申告の場合以外は、デフォールト値を採用しています。）
新しいオーナーは、最後の有効なIRC証書の内容を注意深く確認して下さい。証書内のデータや情報の正確さは、全てオーナーの責任となります。セイル計測値、インナーバラスト、動力等には特に注意して、ボートの現在の状態と相違のないことを確かめて下さい。

最後の有効な証書がエンドースドの場合でそのままそのステータスを続けたい場合、変更されたデータは全て、公認メジャラーの計測・確認、セールの場合はセールメーカーの承認が必要です。
レーティングオーソリティーは、オーナーに写真や図面の提出を求める権利を持っています。 

ハル、キール、ラダーに変更を施した場合、写真もしくは図面を申告書と一緒に提出して下さい。
更新申告書2010の質問－注意：
2. 以前はハリヤードに使われる動力はTCCに考慮されませんでした。新しくルール14.2で、メインセイルのみ除外されることとなりました。したがって、ヘッドセイルやスピネーカーを動力を使ってホイストする場合申告が必要です。動力をバックステイのみ使用する場合と、その他のランニングリギンにも使う場合ではレーティングの評価が異なるようになりました。

3. 以前はウイスカポールを申告するかどうかについて判り難かった部分がありました。新たにルール21.3.4が明確になり、ヘッドセイルのみ（スピネーカーには使わない）を張り出すためにウイスカポールを使うかどうか申告が必要になりました。

4. キールフィンの材質の選択肢が新しい申告書で広がり、更新時の質問はこの選択肢を反映するものです。該当するルールは19.2で、以下の通りです：

隙間やコア材を含む比重が、フィンキールの主要構造要素より大幅に低いキールフィンフェアリングは申告しなければならない。　この規則の目的において、キールフィンフェアリングには、表面整形のための厚さ10mm以下（キールフィン表面に直角に測る）のフェアリング、補填、塗料は含まない。
5.  ハルのホロー  
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宣誓:  私は本申告書に記載した内容が可能な限り正しいものであることを確認し、また、IRC規則を読んだ上で、その内容に従っていることをここに宣言します。ワンデザイン証書の場合：私は、本ヨットが、当該ワンデザインクラスの現行クラスルールに完全に準拠し、有効なクラス証書を保有していることを誓います。








署名 ………………………………………………………………………………….… 日付 ……………………………………………………..… 








Rating Office Use:














RETURN TO:   Seahorse Rating Ltd, Seahorse Building, Bath Road, Lymington, Hampshire SO41 3SE 


IF YOU FAX OR E-MAIL THIS FORM TO US, OR RENEW ONLINE, PLEASE DO NOT MAIL ORIGINAL AS WELL.


E-mail info@rorcrating.com  Tel:  +44 (0)1590 677030   FAX: 01590 679478    Website: � HYPERLINK http://www.rorcrating.com ��www.rorcrating.com� 
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IRC公式ホームページ� HYPERLINK "http://www.jsafirc.com" �www.jsafirc.com� 
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